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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像画素の表示時間が表示されるべきグレーレベルに比例するところのマトリクスディ
スプレイにおいてビデオ画像シーケンスを表示する方法であって、
　前記ビデオ画像シーケンス内で動対象の輪郭を検出するステップと、
　前記シーケンスの夫々の画像及び検出された夫々の輪郭に関して、前記輪郭に隣接して
該輪郭の一方の側に位置する少なくとも１つの画素のグレーレベルを、その初期グレーレ
ベルと、前記輪郭に隣接して前記少なくとも１つの画素と同じ行において前記輪郭の前記
一方の側と対向する側に位置する他の画素の初期グレーレベルとの間の範囲にある中間レ
ベルを前記少なくとも１つの画素へ割り当てることによって修正するステップと、
　前記修正をなされた画像シーケンスを表示するステップと
　を有する、ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記修正するステップは、前記検出された夫々の輪郭を包囲する一群の連続した画素の
全ての画素に対して行われ、該全ての画素のグレーレベルが修正されるようにし、前記全
ての画素は、前記輪郭に隣接する前記全ての画素の初期グレーレベルの間の範囲にある中
間レベルを割り当てられる、ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記中間レベルは、前記検出された夫々の輪郭に隣接する画素の初期グレーレベルの関
数として計算される、ことを特徴とする請求項１又は２記載の方法。



(2) JP 4890471 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

【請求項４】
　検出された夫々の輪郭の動きを計算するステップを更に有し、
　前記中間レベルは、更に、前記輪郭に関して検出された動きの振幅の関数として計算さ
れる、ことを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記検出された夫々の輪郭に隣接して当該輪郭を包囲する一群の連続した画素の全ての
画素の数は、前記検出された夫々の輪郭に関する前記計算された動きの振幅の関数として
決定される、ことを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　夫々の画像がビデオフレームの間に表示される場合に、輪郭画素の中間グレーレベルは
、前記輪郭に関して検出される動きの方向と、前記輪郭に隣接する画素の初期グレーレベ
ルの間の正又は負の差分とに依存して前記ビデオフレームの開始時又は終了時に表示され
る、ことを特徴とする請求項１乃至５のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項７】
　前記画像画素のグレーレベルを表示するために用いられるパルス幅変調パルスは、画像
表示フレームの真ん中に中心がある、ことを特徴とする請求項２乃至４のうちいずれか一
項記載の方法。
【請求項８】
　ビデオ画像シーケンスの画像画素のグレーレベルを表示するよう設計された画素のマト
リクスと、表示されるべき対応する画像画素のグレーレベルに比例する存続期間の間に前
記画素の夫々をアクティブにするために前記マトリクスを制御する手段とを有する、前記
ビデオ画像シーケンスを表示する装置であって、
　前記ビデオ画像シーケンス内の動対象の輪郭を検出する第１の手段と、
　前記シーケンスの夫々の画像及び検出された夫々の輪郭に関して、前記輪郭に隣接して
該輪郭の一方の側に位置する少なくとも１つの画素のグレーレベルを、その初期グレーレ
ベルと、前記輪郭に隣接して前記少なくとも１つの画素と同じ行において前記輪郭の前記
一方の側と対向する側に位置する他の画素の初期グレーレベルとの間の範囲にある中間レ
ベルを前記少なくとも１つの画素へ割り当てることによって修正する第２の手段と
　を更に有し、
　前記修正をなされた画像シーケンスは、前記マトリクスを制御する前記手段へ供給され
る、ことを特徴とする装置。
【請求項９】
　前記第２の手段は、前記検出された夫々の輪郭を包囲する一群の連続した画素の全ての
画素のグレーレベルを修正し、前記全ての画素は、前記輪郭に隣接する前記全ての画素の
初期グレーレベルの間の範囲にある中間レベルを割り当てられる、ことを特徴とする請求
項８記載の装置。
【請求項１０】
　前記第２の手段は、前記検出された夫々の輪郭に隣接する画素の初期グレーレベルの関
数として前記中間レベルを計算する計算手段を有する、ことを特徴とする請求項８又は９
記載の装置。
【請求項１１】
　検出された夫々の輪郭の動きを計算する第３の手段を更に有する、ことを特徴とする請
求項１０記載の装置。
【請求項１２】
　前記計算手段は、対応する輪郭に関して推定される前記動きの振幅の関数として前記中
間レベルを計算する、ことを特徴とする請求項１１記載の装置。
【請求項１３】
　前記マトリクス制御手段は、前記マトリクスの画素へ接続された出力部を有する演算増
幅器を有し、
　前記修正をなされたシーケンスの信号及び電圧ランプ信号は、夫々、前記増幅器の第１
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及び第２の入力部へ加えられる、ことを特徴とする請求項８乃至１２のうちいずれか一項
記載の装置。
【請求項１４】
　検出された輪郭に関する前記ランプ信号の正又は負の傾きの方向は、前記輪郭に関する
前記検出された動きと、前記輪郭に隣接する一対の画素の初期グレーレベルの間の正又は
負の差分とに従って決定される、ことを特徴とする請求項１３記載の装置。
【請求項１５】
　前記マトリクス制御手段は、前記マトリクスの画素へ接続された出力部を有する演算増
幅器を有し、
　前記修正をなされたシーケンスの信号と、同じ存続期間の立ち上がり部分及び立ち下が
り部分を有する電圧ランプを有する信号とは、夫々、前記増幅器の第１及び第２の入力部
へ加えられる、ことを特徴とする請求項８乃至１２のうちいずれか一項記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パルス幅変調、即ちＰＷＭ技術を用いてマトリクスディスプレイの発光効率
を改善する表示方法及び装置に関する。本発明は、特に、電気光学バルブ配列が液晶バル
ブ配列、更に具体的にはＬＣＯＳ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ｏｎ　Ｓｉｌｉｃｏ
ｎ）形式のバルブ配列又はＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　
Ｄｉｏｄｅ　ｏｒ　Ｄｉｓｐｌａｙ）形式のバルブ配列によって形成されるところのマト
リクスディスプレイに関する。
【０００２】
　本発明は、更に具体的に、本発明の適用範囲をこのような形式のディスプレイに限定す
ることなく、ＬＣＯＳ電気光学バルブ配列を有するカラー・シーケンシャル・ディスプレ
イに関して記載される。
【背景技術】
【０００３】
　直視型又は投影型ディスプレイに用いられる液晶ディスプレイ、即ちＬＣＤは、夫々の
画素の中に能動素子を含むマトリクス配置に基づく。様々なアドレス指定方法が、選択さ
れた夫々の画素の中で表示されるべき輝度に対応するグレーレベルを発生させるために使
用される。最も一般的な方法は、能動素子が、ビデオのアナログ値を画素のキャパシタン
スに移すためにライン期間の間に切り換えられるところのアナログ方式である。この場合
に、液晶物質は、画素のキャパシタンスに蓄えられた電圧の値に依存する方向で自身を方
向付ける。その場合に、入射光の偏向は、グレーレベルを生成するように偏向子によって
修正されて分析される。この方法の問題の１つは、発生すべきグレーレベルに依存する液
晶の応答時間によってもたらされる。
【０００４】
　このような欠点を解決するために、パルス幅変調、即ちＰＷＭ技術を用いてマトリクス
ディスプレイを制御する方法が、先行技術において、及び特に特許ＵＳ６２３９７８０に
おいて提案されてきた。この場合に、液晶ディスプレイの画素は、オン（ＯＮ）又はオフ
（ＯＦＦ）モードでアドレス指定される。ＯＮモードは液晶の飽和に対応する。グレーレ
ベルはパルスの幅によって決定される。このようなアドレス指定方法により、ディスプレ
イのダイナミックレンジは改善される。これは、遷移時間が、目下、輝度の値が何であっ
ても、液晶セルの総開放時間に対してその割合が小さいことによる。
【０００５】
　このアドレス指定方法は、特に、カラーの連続表示（シーケンシャル・ディスプレイ）
を備えたマトリクスディスプレイの電気光学バルブ配列を制御するために使用される場合
に有利である。カラーの連続表示で、電気光学バルブ配列は、ビデオ信号に同期した回転
を有するカラーホイールに配置された赤、緑及び青のカラーフィルタにより連続的に照ら
される。ＯＮ又はＯＦＦモードが使用されるので、この方法は、発生する必要があるグレ
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ーレベルが何であっても一定である、より速い応答時間から恩恵を受ける。
【０００６】
　図１は、このアドレス指定方法を実施するカラー・シーケンシャル・マトリクスディス
プレイの回路図を示す。このマトリクスディスプレイは、電気光学バルブ配列、更に具体
的にはＬＣＯＳ形式のディスプレイを有する。図１で、表示スクリーンの画像ドット、即
ち画素1は、極めて図式的に示される。この画素１は、対極ＣＥと、パルス幅変調、即ち
ＰＷＭが実施されることを可能にする電圧時間変換器２の出力部との間に接続されたコン
デンサＣｐｉｘｅｌによって表される。
【０００７】
　電圧時間変換器２は、演算増幅器２０を有する。演算増幅器２０の負入力部は、Ｔ／３
（又は、色割れの効果を低減するためにＴ／６若しくはＴ／９であっても良い。Ｔは画像
期間である。）に等しい期間を有する立ち上がりランプの形をした信号Ｒａｍｐを受信し
、他の入力部（正入力部）は、コンデンサ２１の充電に対応する正の電圧を受け取る。コ
ンデンサ２１の充電は、スイッチングシステム、更に具体的には、コンデンサの一方の電
極と、電圧時間変換器の入力部との間に実装されたトランジスタ２２によって制御される
。このスイッチング素子は、Ｄｘｆｅｒと参照を付されたパルスを受けるゲートを有する
トランジスタによって形成される。
【０００８】
　図１に示されるように、画像ドット、即ち画素１は、トランジスタ３のようなスイッチ
回路によってマトリクスの行Ｎ及び列Ｍへ接続されている。更に具体的には、トランジス
タ３のゲートは、マトリクスの行Ｎへ接続されている。マトリクスの行Ｎ自体は、行ドラ
イバ回路４へ接続されている。更に、トランジスタ３の電極の１つ、例えばソースは、電
圧時間変換器２の入力部へ接続され、一方、他の電極、例えばドレインは、マトリクスの
列の１つＭへ接続されている。この列Ｍは、表示されるべき映像信号を受信する列ドライ
バ回路５へ接続されている。更に、コンデンサＣｓは、画素が選択される場合にビデオ信
号値を保持するために、電圧時間変換器２の入力部にある画素コンデンサと並列に実装さ
れている。列ドライバ回路５及び行ドライバ回路４は、従来型の回路である。列ドライバ
回路５は、表示されるべきビデオ信号Ｖｉｄｅｏを受信し、行ドライバ回路４は、行が順
次にアドレス指定されることを可能にする。
【０００９】
　図２ａ～２ｅを参照すると、ディスプレイの動作モードが、それがカラー・シーケンシ
ャル・ディスプレイで使用される場合に、即ち、フレーム期間Ｔに亘って、緑、青及び赤
の３色のフィルタを載せたホイールがバルブ配列の順次的な照明を作り出すよう１つの完
全な回転を行う場合に説明される。
【００１０】
　図２ａに示されるように、パルスＩは、スイッチングトランジスタ３をオンにするよう
に、行Ｎへ存続期間Ｔ／３の夫々のサブフレームの間に加えられる。スイッチングトラン
ジスタ３がオンされると、コンデンサＣｓは列Ｍに存在するビデオ信号に対応する電圧ま
で充電する。即ち、緑色のフィルタが存続期間Ｔ／３の第１のサブフレームの間にディス
プレイの前に置かれる場合に、コンデンサＣｓは図２ｂでＶｇｒｅｅｎの参照を付された
値まで充電する。次のサブフレームの間、新しいパルスＩは、コンデンサＣｓがその時間
にディスプレイの前に置かれた青色のフィルタに対応するＶｂｌｕｅの参照を付された電
圧まで充電することを可能にするよう、行Ｎへ加えられる。同様に、次のサブフレームの
開始時に、新しいパルスＩは行Ｎへ加えられ、コンデンサＣｓは図２ｂでＶｒｅｄの参照
を付された電圧まで充電する。ＰＷＭアドレス指定方法によって制御される図１のディス
プレイにより、コンデンサＣｓに順次に蓄えられる値Ｖｇｒｅｅｎ、Ｖｂｌｕｅ及びＶｒ
ｅｄは、以下のように動作する電圧時間変換器２によってコンデンサＣｐｉｘｅｌへ印加
される。
【００１１】
　パルスＩ′は、サブフレーム内で、スイッチングトランジスタ２２をオンにするように
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スイッチングトランジスタ２２のゲートＤｘｆｅｒへ加えられる。次に、コンデンサＣｓ
に蓄えられた電圧は、演算増幅器２０の入力端子の１つへ並列に実装されて接続されたコ
ンデンサ２１に移される。図２ｄに示されるように、ゲートＤｘｆｅｒへ印加されるパル
スＩの終了時に、信号Ｒａｍｐは、演算増幅器２０の負入力部へ加えられる。結果として
、演算増幅器２０の出力部では電圧パルスＶｐｉｘｅｌが得られ、その存続期間は、図２
ｄ及び２ｅに示されるように、コンデンサ２１に蓄えられた電圧Ｖｇｒｅｅｎに比例する
。同じことが、図１のディスプレイがカラーの連続表示のために使用される場合に、青及
び赤のフィルタの通過に対応するサブフレームに関して言える。
【００１２】
　この方法は、液晶の応答時間の改善、ひいては、ビデオコンテンツの最適な色飽和の取
得といった利点を有するが、しかし、発光効率は、動対象を含む画像が表示される場合に
、ブラー効果（ｂｌｕｒｒｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）によって影響を及ぼされる。このブラ
ー効果は、表示される画像における対象の輪郭に存在する。それは、静止画像又は、スク
リーンリフレッシュ周波数よりも一層低い周波数で変化するコンテンツを有する画像では
見えない。
【００１３】
　このブラー効果は、２５５の最大グレーレベルから０の最小グレーレベルの間の遷移の
場合に図３Ａから３ｃによって、及び、２つの不飽和グレーレベル、即ち、１９２のグレ
ーレベルから６４のグレーレベルの間の場合に図４Ａから４Ｃによって表される。これら
の遷移は、対象の輪郭に対応する。以下の記載部分で、同じ行に属する２つの隣接する画
素におけるレベル２５５の次のレベル０の存在は、たとえレベル２５５が実際には飽和し
た赤、飽和した緑又は飽和した青を表すとしても、黒／白又は白／黒遷移として表される
。
【００１４】
　これらの図の上部分で、縦座標軸は時間軸を表し、横座標軸は画像画素を表す。
【００１５】
　図３Ａで、白／黒遷移は静的である。即ち、それは、２つの表示されるビデオフレーム
Ｎ及びＮ＋１の間で動かない。図３Ｂで、それは２つのビデオフレームの間に左へ２画素
だけ動き、図３Ｃで、それは右へ２画素だけ動く。これら２つのフレームの表示中に、眼
は、図中に示された斜め矢印に従う時間に亘ってグレーレベルを積分する。これは、眼が
遷移の動きに従う傾向を有することによる。次に、眼は、図中の下部分に示されているよ
うにグレーレベルを感知する。このようにして、明らかなように、遷移が２つのフレーム
の間を動いている場合に、眼は、この遷移の周囲で、本例では約２画素の幅を有したブラ
ー帯を見る。
【００１６】
　この欠点は、また、図４Ａから４Ｃの場合にも存在する。図４Ａから４Ｃは、１９２の
グレーレベルから６４のグレーレベルの間の遷移の場合を表す。図４Ａで、遷移は静的で
ある。図４Ｂで、遷移は２つのビデオフレームの間に左へ２画素だけ動き、図４Ｃで、遷
移は右へ２画素だけ動く。ブラー帯の幅は、遷移に隣接する画素のグレーレベルの間の差
と、動きの振幅とに依存する。
【００１７】
　この欠点の改善策として、既知の解決法は、ビデオフレームの周波数を倍にすることで
ある。この解決法は、白／黒遷移の場合に図５Ａから５Ｃで表される。それは、表示され
るべきシーケンスにおける夫々の対の画像に関して動き補正をなされた中間画像を発生さ
せることと、その中間画像を２つの対応するフレームの間に表示することとから成る。こ
の目的のために、フレームの存続期間は２つに分けられる。例えば、フレームＮは、図３
Ａから３ＣのフレームＮの存続期間の半分に等しい存続期間のサブフレームＮ及びサブフ
レームＮ＋１／２に分けられる。同様に、フレームＮ＋１は、サブフレームＮ＋１及びサ
ブフレームＮ＋３／２に分けられる。フレームＮ及びＮ＋１の間に以前に表示された画像
は、目下、サブフレームＮ及びＮ＋１の間に表示され、動き補正をなされた中間画像は、
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サブフレームＮ＋１／２及びＮ＋３／２の間に表示される。この場合、ブラー帯の幅は低
減される。しかし、この解決法は、画像周波数を２倍にすることを要する。これは、ディ
スプレイ並びに電気光学バルブ配列の行及び列ドライバ回路の構成を極めて複雑にする。
【特許文献１】米国特許番号ＵＳ６２３９７８０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明は、画像周波数を倍加することを必要とせずに、上記ブラー効果を低減するため
の、先行技術とは異なる解決法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明は、画像画素の表示時間が表示されるべきグレーレベルに比例するところのマト
リクスディスプレイにおいてビデオ画像シーケンスを表示する方法であって：
　前記ビデオ画像シーケンス内で動対象の輪郭を検出するステップ；
　前記シーケンスの夫々の画像及び検出された夫々の輪郭に関して、前記輪郭に隣接する
少なくとも１つの画素のグレーレベルを、その初期グレーレベルと、前記輪郭に隣接する
その他の画素の初期グレーレベルとの間の範囲にある中間レベルを前記少なくとも１つの
画素へ割り当てることによって修正するステップ；　及び
　前記修正された画像シーケンスを表示するステップ；
　を有する、ことを特徴とする方法に関する。
【００２０】
　有利に、問題となっている輪郭を包囲する一群の連続した画素の中の画素のグレーレベ
ルは修正され、それらは、前記輪郭に隣接する画素の初期グレーレベルの間の範囲にある
中間レベルを割り当てられる。
【００２１】
　前記一群の画素へ加えられる前記中間レベルは、前記輪郭に隣接する画素の初期グレー
レベルの関数として計算される。
【００２２】
　有利に、当該方法は、また、検出された夫々の輪郭の動きを計算するステップを有し、
その場合に、前記中間レベルは、前記輪郭に関して検出された動きの振幅の関数として計
算される。有利に、前記一群の連続した画素の中の画素の数は、また、問題となっている
輪郭に関する前記計算された動きの振幅の関数としても決定される。
【００２３】
　このようにして修正された画像は、次に、幾つかの方法で表示され得る。第１の実施例
に従って、前記修正された画素の中間グレーレベルは、この輪郭に関して検出された動き
と、前記輪郭に隣接する一対の画素の初期グレーレベルの間の正又は負の差分とに依存し
て画像表示フレームの開始時又は終了時に表示される。
【００２４】
　第２の実施例に従って、前記画像画素のグレーレベルの表示相は、画像表示フレームの
真ん中に中心がある。
【００２５】
　本発明は、また、ビデオ画像シーケンスの画像画素のグレーレベルを表示するよう設計
された照明セルのマトリクスと、表示されるべき対応する画像画素のグレーレベルに比例
する存続期間の間に前記セルの夫々を照らすために前記マトリクスを制御する手段とを有
する、前記ビデオ画像シーケンスを表示する装置であって：
　前記ビデオ画像シーケンス内の動対象の輪郭を検出する第１の手段；及び
　前記シーケンスの夫々の画像及び検出された夫々の輪郭に関して、前記輪郭に隣接する
画素の少なくとも１つのグレーレベルを、その初期グレーレベルと、前記輪郭に隣接する
その他の画素の初期グレーレベルとの間の範囲にある中間レベルを前記少なくとも１つの
画素へ割り当てることによって修正する第２の手段；
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　を更に有し、　
　前記修正された画像シーケンスは、前記マトリクスを制御する前記手段へ供給される、
ことを特徴とする装置に関する。
【００２６】
　本発明は、カラー不連続システムと同様にカラー連続システムにも適用可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　本発明は、限定されない例として、添付の図面を参照して提示された以下の記載を読む
ことで、より良く理解されるであろう。
【００２８】
　本発明に従って、その目的は、処理されるべき画像シーケンス内で動いている対象の輪
郭を検出し、前記シーケンスの夫々の画像及び検出された夫々の輪郭に関して、前記輪郭
に隣接する少なくとも１つの画素のグレーレベルを、その初期グレーレベルと、前記輪郭
に隣接するその他の画素の初期グレーレベルとの間の範囲にある中間レベルを前記少なく
とも１つの画素へ割り当てることによって修正し、最後に、ＰＷＭモードでこのように修
正された画像を表示することである。
【００２９】
　望ましくは、問題となっている輪郭を包囲する一群の連続した画素の中の画素のグレー
レベルは修正され、それらは、前記輪郭に隣接する画素の初期グレーレベルの間の範囲に
ある中間レベルを割り当てられる。
【００３０】
　前記一群の画素へ加えられる前記中間レベルは、問題となっている前記輪郭に隣接する
画素の初期グレーレベルの関数として、及び、有利に、問題となっている前記輪郭に関し
て検出された動きの振幅の関数として計算される。
【００３１】
　更に、前記一群の連続した画素の中の画素の数は、有利に、また、問題となっている前
記輪郭に関して検出された動きの振幅の関数として計算される。
【００３２】
　輪郭の検出及び該検出された輪郭の動きの推定は、当業者によく知られる従来の方法を
用いて従来通りに実行される。
【００３３】
　本発明は、更に具体的に、輪郭に隣接する単一画素のビデオレベルが修正されるところ
の例として記載されうる。このような例では、この単一画素に割り当てられる中間レベル
は、前記輪郭に隣接する画素の初期グレーレベルの相加平均に等しくなるよう取られる。
【００３４】
　図６Ａから６Ｃは、本発明の方法を実施する第１の例を表す。これらの図は、１９２の
グレーレベル（左から３番目の画素）から６４のグレーレベル（左から４番目の画素）の
間の遷移の場合に関する。これらの図は、同じ遷移を示す図４Ａから４Ｃと比較され得る
。
【００３５】
　この例で、輪郭に隣接する２つの画素のうちの１つのグレーレベル（即ち、４番目の画
素のグレーレベル）だけが修正されて、６４から１９２の間の範囲にある、これら２つの
値の相加平均を表す１２８の中間値へ至らされる。このようにして、輪郭が動く場合に、
（矢印の方向での積分の後の）眼によって感知されるブラー効果は、図６Ａから６Ｃの下
部分から明らかなように、その幅を低減される。当然、同じく、４番目の画素の代わりに
３番目の画素のグレーレベルを修正すること又は３番目及び４番目の画素のグレーレベル
を修正することが可能である。後者の場合に、３番目の画素の中間レベルは、６４から１
９２の間の範囲にあり、４番目のグレーレベルよりも大きくなりうる。
【００３６】
　更に一般的に、修正されたビデオレベルを有する画素の数は、輪郭の動きの振幅に依存
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する。動きの振幅が高くなればなるほど、そのビデオレベルが修正される画素の数はます
ます多くなる。同様に、輪郭の動作の振幅は、有利に、この輪郭に関連する１又はそれ以
上の中間レベルの計算の際に考慮に入れられる。
【００３７】
　２つの連続した画素Ｐ（ｘ，ｙ）及びＰ（ｘ＋１，ｙ）の間に位置付けられた遷移の場
合が考えられる。ＮＧ［Ｐ（ｘ，ｙ）］は、更に、画素Ｐ（ｘ，ｙ）のグレーレベルを表
す。Ｄが２つの連続した画素の間の水平方向でのレベル差である場合に、Ｄ＝Ｐ（ｘ，ｙ
）－Ｐ（ｘ＋１，ｙ）となる。更に、Ｖｘ及びＶｙは、夫々、遷移の位置において水平方
向及び垂直方向で局所的に得られる運動ベクトルを表す。
【００３８】
　本発明の具体的な実施例に従って、画素のグレーレベルは、
　ｘｍｉｎ＝ＴＲＵＮＣ（ｘ－１／２Ｖｘ）＋１及び
　ｘｍａｘ＝ＴＲＵＮＣ（ｘ＋１／２Ｖｘ）
の範囲で修正される。なお、ＴＲＵＮＣは、整数値へと切り捨てる動作に対応する。
【００３９】
　ｘｍｉｎからｘｍａｘの間の範囲で画素へ割り当てられたグレーレベルは、例えば、画
素Ｐ（ｘｍｉｎ，ｙ）及びＰ（ｘｍａｘ，ｙ）のうちの１つによるその分離の関数として
定義される：
【数１】

このようにして修正された画像は、その後、上記パルス幅変調技術に従って表示される。
【００４０】
　留意すべきは、遷移の幅が、図６Ｂ及び６Ｃによって表される２つの場合（左へ向かう
動き及び右へ向かう動き）で同一ではない点である。しかし、その幅は、やはり、図４Ａ
から４Ｃによって表される先行技術に対して、いずれの場合にも低減される。
【００４１】
　本発明の方法は、図１のディスプレイの列ドライバ回路５の上流に置かれたビデオ処理
回路で容易に実施可能である。発生したビデオレベルは、次に、列ドライバ回路５へ供給
される。６によって参照を付されたこのような回路は、図７によって表される。それは、
輪郭検出回路７と、検出された輪郭の動きを推定するための動き推定回路８と、検出され
た輪郭に隣接する画素のビデオレベルを、上述されたように計算される中間レベルをそれ
らの画素に割り当てることによって修正する回路９とを有する。次に、このようにして修
正された画像は、図１に示されるような装置によって表示され得る。
【００４２】
　黒／白又は白／黒遷移を含む画像の場合に、ブラー効果の低減は、上述されたような方
法を伴う黒／白遷移及び白／黒遷移とは同じではない。従って、改善された実施例が、ま
た、提供される。この実施例で、画像のグレーレベルを表示するために使用される可変な
パルス幅は、輪郭の動きの方向に依存して及び輪郭のいずれか一方の側のグレーレベルに
依存して、フレーム内に異なって位置付けられる。この新しい実施例は、白／黒遷移に関
する図８Ａから８Ｃによって表される。
【００４３】
　この第２の実施例で、中間グレーレベルは、上述されたように計算される。従って、白
／黒遷移に隣接する画素のうちの１つの中間レベルは、１２８に等しくなるよう取られる
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。修正されたビデオ信号は、図７で記載されたような回路によって発生しうる。しかし、
この実施例では、グレーレベルの表示は修正される。可変な幅のパルスは、遷移が左へ若
しくは右へ動いているかどうか又はグレーレベルがこの遷移の間に増大若しくは減少する
かどうかに依存して、フレーム又は（カラー・シーケンシャル・ディスプレイの場合に）
サブフレーム内で異なって位置付けられる。
【００４４】
　この実施例に従って、可変な幅のパルスは、以下の方法でフレーム（又は、カラー・シ
ーケンシャル・ディスプレイの場合にサブフレーム）内に位置付けられる：
・　グレーレベルが所与の方向での、例えば左から右への遷移の間に増大する場合であっ
て、且つ、遷移が左へ動いている場合に、パルスはフレームの終わりに位置付けられる。
・　グレーレベルが左から右への遷移の間に増大する場合であって、且つ、遷移が右へ動
いている場合に、パルスはフレームの最初に位置付けられる。
・　グレーレベルが左から右への遷移の間に減少する場合であって、且つ、遷移が左へ動
いている場合に、パルスはフレームの最初に位置付けられる。
・　グレーレベルが左から右への遷移の間に減少する場合であって、且つ、遷移が右へ動
いている場合に、パルスはフレームの終わりに位置付けられる。
【００４５】
　図８Ａから８Ｃによって表される例で、図８Ａは静的な白／黒遷移を示し、図８Ｂは左
へ向かって動いている白／黒遷移を示し、図８Ｃは右へ向かって動いている白／黒遷移を
示す。パルスは、遷移が左へ向かって動いている場合にはフレームの最初に、遷移が右へ
向かって動いている場合にはフレームの終わりに置かれる。このようにして、低減された
ブラー効果が、如何なる所与の状況についても得られる。
【００４６】
　このような表示シナリオは、マトリクスディスプレイの構造が、処理ブロック６の構造
とともに、いくらか変形されうるという意味を含む。図９は、処理ブロック６を備えた図
１のディスプレイに相当するディスプレイを示す。このディスプレイは、遷移の移動方向
及び遷移の種類に依存して（図１を参照して記載される）立ち上がり電圧ランプ又は立ち
下がり電圧ランプのいずれか一方を選択するよう設計された選択ブロック３０を更に有す
る点で、図１のディスプレイとは異なっている。更に、処理ブロック６は、画像において
遷移の種類（明／暗又は暗／明）を検出する第２の検出回路１０を有する点で図７の処理
ブロックとは異なっている。この選択ブロック３０は、４つの入力部、即ち、立ち上がり
電圧ランプを受け取る第１の信号入力部と、立ち下がり電圧ランプを受け取る第２の信号
入力部と、遷移の動きの方向を表す第１の制御信号を受信する第１の制御入力部と、遷移
の種類を表す第２の制御信号を受信する第２の制御入力部とを有する。第１の制御信号は
動き推定回路８によって供給され、第２の制御信号は検出回路１０によって供給される。
選択回路３０の出力部は、演算増幅器２０の負入力部へ接続されている。
【００４７】
　このディスプレイで、電圧ランプの傾きの正又は負の方向は、問題となっている輪郭の
検出された動きと、その輪郭のいずれか一方の側のグレーレベルの間の正又は負の差分と
に依存して選択される。正の傾きは立ち上がり電圧ランプを表し、負の傾きは立ち下がり
電圧ランプを表す。
【００４８】
　動作において、ブロック３０は、輪郭（遷移）が左へ動いている場合であって、この遷
移が明／暗遷移である場合に、又は、輪郭が右へ動いている場合であって、この遷移が暗
／明遷移である場合に、その出力部で立ち上がり電圧ランプを供給する。ブロック３０は
、輪郭が左へ動いている場合であって、この遷移が暗／明遷移である場合に、又は、輪郭
が右へ動いている場合であって、この遷移が明／暗遷移である場合に、立ち下がり電圧ラ
ンプを供給する。
【００４９】
　図２ａから２ｅと比較されるべき図１０ａから１０ｅは、増幅器２０の負入力部への立
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生する。
【００５０】
　好ましい実施例に対応する最後の実施例は、図１１Ａから１１Ｃ、１２及び１３を参照
して記載される。この実施例で、画像画素のグレーレベルを表示するために用いられるＰ
ＷＭパルスは、フレームの真ん中に位置付けられる。この実施例は、もはや、遷移の種類
及び動きの方向が検出されることを要しない。
【００５１】
　図１１Ａから１１Ｃは、遷移１９２～６４の場合にフレームの真ん中でのＰＷＭパルス
の位置付けを示す。中間レベルは、上述されたように計算される。これらの図の下部分に
示されるように、ブラー帯の幅の低減は、図６Ａから６Ｃ又は８Ａから８Ｃを参照して記
載された方法により得られた低減と少なくとも等しくなるよう得られる。
【００５２】
　カラー・シーケンシャル・ディスプレイの場合にこのような表示シナリオを得るために
は、演算増幅器２０の負入力部へ、図１２に示されるように、同じ存続期間の立ち上がり
部分及び立ち下がり部分を有する期間Ｔ／３の２倍の電圧ランプを印加すれば十分である
。
【００５３】
　図１３ａから１３ｅは、増幅器２０の負入力部への立ち下がり電圧ランプの印加を表す
。増幅器の出力部でのパルスは、フレームの真ん中又はその近くで発生する。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】パルス幅変調、即ちＰＷＭ形式のアドレス指定方法によって制御されるマトリク
スディスプレイを表す図である。
【図２】ａ～ｅは、カラー・シーケンシャル・ディスプレイの場合について、図１のディ
スプレイの様々な制御信号及び出力信号を示す。
【図３】Ａ～Ｃは、白／黒遷移の場合にアドレス指定方法によって発生した表示不良を示
す。
【図４】Ａ～Ｃは、２つの不飽和グレーレベルの間の遷移の場合にアドレス指定方法によ
って発生した表示不良を示す。
【図５】Ａ～Ｃは、表示不良を低減するための先行技術による解決法を表す。
【図６】Ａ～Ｃは、２つの不飽和グレーレベルの間の遷移の場合に本発明の方法の第１の
実施例を表す。
【図７】本発明の方法の実施のための回路ブロック形態の回路図である。
【図８】Ａ～Ｃは、白／黒遷移の場合に本発明の方法の他の実施例を表す。
【図９】図８Ａ～８Ｃの実施例を実施するディスプレイ装置の回路図である。
【図１０】ａ～ｅは、カラー・シーケンシャル・ディスプレイの場合について図９の装置
の様々な制御信号及び出力信号を示す。
【図１１】Ａ～Ｃは、検出された遷移の全ての形式に適用可能な本発明の方法の好ましい
実施例を表す。
【図１２】図１１Ａ～１１Ｃの実施例を実施するディスプレイ装置の回路図である。
【図１３】ａ～ｅは、カラー・シーケンシャル・ディスプレイの場合について図１２の装
置の様々な制御信号及び出力信号を示す。
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